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第3図Plasmalogen注射後の家兎血漿中（0．1　cc）
　　　　のPlasmalogen含有量の変動
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第5図　白鼠血漿（0．1cc）中Plasmalogen
　　　含有量の変動　（36mg注射）
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第4図　自鼠血漿（0．1cc）中Plasmalogen
　　　含有量の変動　（12mg注射）
で急速に滅配するが，以後下降は除々で40時間後には正
常値に復している。．
　　　　　　　　　　考　　　案
　既に燐脂質（Lecithin及びCephalin＞の乳化液の注射後
の血漿申の変動については研究が行なわれている。即ち
Pasternak＆．　Page（1932）fi）は懸濁より抽出せるCephalin
を家兎蔚脈内に注射して血漿の燐脂質：量は大量注射時は長
時聞高値を示し，小量では急速に減少することを認め，ま
たHeaven＆Bale（1929）fs）は放射性Pを持つ燐脂質を白
．鼠の股静脈内に注射して同様の結果を得ている。また更に
坂上（1954）4）は人脳より抽出せる燐脂質を家兎に静脈注射
した結果注射量が小の場合は30！後に正常に復し，大なる
時は60！後でもなお高値を示すことを認めている。
　plasmalogen乳化液の注射においても注射量の大小に
より血漿申よりの消退時間も変動する。
　家兎では60mg注射したが，これはほぼ30　mg／kg注入
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第6図　白鼠血漿（0．1cc）中Plasmalogen
　　　　含有量の変動　（60mg注射）
したことになり，また血漿中のPlasmalogen総量の15～
20倍量に相当しているが，注射後90分において1血漿値は
正常に戻る故，何れもこの間に血液中より組織に分布した
と考え得る。
　白鼠においてはそれぞれ，12，36，60mg注射したが，12
mg注射の時は体重1kg当り70　mgの注射に相当してい
るがこの際は並1液中のP1量は注射後1時聞の間に急速に
減少し〔正常値のほぼ1．8倍）以後除々に下降し5時間後に
正常値に復する。また36mg注射では210　mg／kg注射に
相当し，この際は血中Pl量の注射後初期には急速に減少
するも完全に正常値に復するには15時間を要する。即ち
注射量に血中よりの消失時闇は比例して延長することが知
られる。
　しかも家兎も白鼠と同様の結果を示すのが認められた。
　しかし，更に多量の60mg注射時（300　mglkg）には上述
の結果の如く比例すれば22時聞で正常値に復し得べき’で
ある渉，実験成績ではこの時間においてなお大なる血中Pl
値が得られ，正常値に復するまで追求した結果は45時間
後にこれを認めた。
　従って或る量（恐らくは組織の収容し処理しうる最大許
容量）までは一過性に』笠中にPlが増加しても，組織への血
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中よりの移行は一定の速度で行なわれる。しかし，その量
を超えた場合には著1．く移行速度が減ずることが知られ
る。即ち200mg／kgまで注射しても一定の速度（45　min／
1mg／kg）で血中より組織に移行するが移行には注入量が
300mg／kgに至ると移行速度は注射後短時間には急激な滅
少を示すも，以後は極めて緩除になるので完全に正常に復
するには45時間を要し従って11ng／kg当り，　go分を要す
ることになり，全組織のPI一定の速度で血中より摂取可
能な限界は200～300mg／kgの内にあるものと考えられる。
要
?
　1．燐脂質代謝の研究の一環としてPlasmalogenを乳
化して血液申に注入後の血申Plasmalogen量の変動を追
求した。
　2．家兎では30mg／kg注射したが90分後に正常値に
復した。注入された1mg／kg　Plasmalogenの血液よりの
消失速度は平均35分であった。
　3．白鼠ではそれぞれ70，210，300　mg／kg注射した。前
の2例ではそれぞれ正常値に復するに5時聞及び15時閻
を要し，1mg／kgのplasmalogen消失速度は平均45分で
あった。　しかるに300mg／kg注射した場合では正常値に
復するまでは45時聞を要し1mg／kg　plasmalogen消失
速度は90分にも及ぶ。従って全組織が一定の速度で血中
よりplasmalogenを摂取出来る限界はこの間に存するも
のと考えられる。
　　　　　　　　　　　　　　　（昭禾031．9．11受付）
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